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税込・資料代含 

 

法務部門、監査部門、品質管理部門、購買部門、ＣＳＲ部門など 

関連部門のご担当者 

品質管理・不正防止・持続可能性配慮のための 

『サプライチェーン・ガバナンス』の実践手法 
 

真和総合法律事務所 パートナー弁護士 高橋 大祐 氏 
 弁護士（日本）／法学修士（米・仏・独・伊） 。企業・金融機関に対し、グローバルコンプライアンス・サプライチェーン管理・危機管理

に関する案件に対応するほか、社内規程整備・社内研修などの内部統制システム整備の支援も担当。日弁連の弁護士業務改革委員会 CSR と内
部統制プロジェクトチーム副座長として、日弁連人権 DD ガイダンスや海外贈賄防止ガイダンスの策定にも関わる。 国際法曹協会 CSR 委員会
オフィサー、早稲田大学日米研究所招聘研究員、JETRO アジア経済研究所ビジネスと人権研究会委員、上智大学法学部非常勤講師なども務め
る。【関連論文】「品質管理と不正防止のためのサプライチェーン・ガバナンス」（会社法務Ａ２Ｚ ２０１８年６月号）、「SDGs・ESG 時代に
求められる戦略的な法務活動」（ビジネス法務２０１８年７月号、「ESG 関連リスクの管理・開示のあり方－CG コード第 2 章への対応を視野に
－」（旬刊商事法務 No.2146・2147）、「サプライチェーンにおける CSR 法務戦略」（NBL1001・1002・1003 号、共著）ほか多数。 

 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） ３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

■開催にあたって■ 

【講師より】 

２０１７年に発生した素材メーカーによる一連の品質検査データ書き換えの不正事案は、大きな不祥事・社会問題として取

り上げられ、消費者・顧客の安全に対する信頼に大きな疑義を生じさせる事態となった。このような品質不正に関する不祥

事は、一企業の問題にとどまらない。品質に問題・不安のある製品がサプライチェーンを通じて転々流通することにより、

サプライチェーンの下流の製造業者・流通業者にも責任や損害を生じさせ、消費者においても被害・懸念が拡大し、サプラ

イチェーン全体の競争力にも影響を及ぼしかねない。 

このような状況をふまえ、企業には、現在、コンプライアンスと競争力維持の双方の観点から、サプライチェーンにおける

自社の立ち位置を十分に理解した上で、品質不正の予防・対応するためのガバナンス体制を強化することが強く求められて

いる。 

加えて、SDGs（持続可能な開発目標）の目標達成や ESG（環境・社会・ガバナンス）課題対応が求められている現在、企業

は、品質管理に加え、持続可能性の配慮の観点からも、サプライチェーン管理が求められている。 

そこで、本セミナーは、品質や持続可能性の問題がサプライチェーンで引き起こすリスクの内容と原因を具体的に分析する

とともに、サプライチェーンを通じた品質管理や持続可能性配慮に関係する国内外の法規制の整理も行う。その上で品質管

理・不正防止・持続可能性配慮のためのサプライチェーン・ガバナンスの実践手法について解説する。 

１ サプライチェーンを通じて拡散する品質不正リスク 

（１） 品質不正に関する法規制の概要－製造物責任法を中心に 

（２） バイヤー・サプライヤー双方に生じ得る責任・損害の内容 

（３） 不祥事への拡大の危険性－複数の企業不祥事実例に関する分析を含め解説 
 

２ サプライチェーンにおける品質不正問題の発生・拡大の要因 

－品質不正事案の社内調査報告書に関する分析も含め解説 

（１） サプライチェーンを通じた品質管理ガバナンス体制の不備 

（２） サプライチェーン間のコミュニケーション不足に伴う現場へのプレッシャー 

（３） サプライチェーンのトレーサビリティ（追跡可能性）の不足 
 

３ 品質不正防止のためのサプライチェーン・ガバナンスのためのステップ 

（１） サプライヤーの品質管理体制に対するモニタリングの強化方法 

（２） サプライヤー・バイヤー間の建設的な対話の促進方法 

（３） サプライチェーンを通じたトレーサビリティ確保の方法 
 

４ 持続可能性配慮に向けたサプライチェーン・ガバナンス 

（１） サプライチェーンにおける持続可能性に関するリスクの内容―実例を含め解説 

（２） サプライチェーン管理に関する国内外の規制の概要 

（３） 持続可能性配慮のためのサプライチェーン管理のステップ 

（４） 品質管理と持続可能性配慮に関する手法の比較分析と統合的アプローチ 
 

※講師とご同業の方のお申し込みはお断りする場合がございます。 


